
教育の情報化の推進を支援する

学校情報化認定学校情報化認定
 新学校情報化診断システム（2018年4月より稼働）

日本教育工学協会（JAET）
Japan Association for Educational Technology
http://www.jaet.jp/

http : //check-ict. jaet.jp/

 後 援 　 文 部 科 学 省

学校情報化認定事業にご協賛いただいている企業



学校情報化認定事業にご協賛いただいている企業

　日本教育工学協会(JAET)は、教育の情報化の推進を支援するために、学校情報化診断シス

テムを活用して、情報化の状況を自己評価し、総合的に情報化を進めた学校（小学校，中学

校、高等学校）を認定する学校情報化認定に2014年度から取り組んでいます。

　「情報化の推進体制」を整え、「教科指導におけるICT活用」「情報教育」「校務の情報

化」に積極的に取り組んでいる学校を称え、学校情報化優良校として認定します。そして、

学校情報化優良校が一定以上の割合になった地域を学校情報化先進地域として認定します。

また、特に優れた取り組みを行っている学校を学校情報化先進校として表彰します。

　学校情報化診断システムに登録すると、全国の学校との比較や、既に優良校の認定を受け

た学校の申請内容（エビデンス）を参照することが可能となります。また、優良校の審査

は、JAETの役員で構成される学校情報化認定委員会が定めた基準に従って行いますので、

客観的な評価を受ける貴重な機会となります。

学 校 情 報 化 優 良 校

学 校 情 報 化 先 進 校

　教育の情報化に総合的に取り組み、情報化によって教

育の質の向上を実現している学校を学校情報化優良校

として認定します。

 認 定 基 準

◆各項目のレベルが１以上 （０の項目がないこと）
◆学校情報化チェックリストのすべての項目の平均が
　　２以上であること

　上記の基準を満たした上で、指定されたエビデンス

（自己評価の裏付けとなる各種情報・資料）をすべて

入力した学校を対象に、学校情報化認定委員会が審査

して認定します。

学 校 情 報 化 認 定 と は

※学校情報化優良校の認定の有効期間は、認定を
　受けた年度を含め３年間です。
　３年経過後は再認定を受ける必要があります。

※毎年１回開催される全日本教育工学研究協議会全国
　大会において表彰します。

※地域内の優良校が再認定を受けず、基準を満たさなく
　なった場合には、先進地域の認定を取り消します。

（毎年４月頃、エントリー開始の予定）

 応 募 基 準

◆学校情報化優良校として認定を受けていること
◆学校情報化チェックリストのすべての項目のレベルが２以上、
    かつ応募するカテゴリの５項目の内３項目以上がレベル３であること

　上記の基準を満たした応募校の中から,書類審査
及び訪問調査により、学校情報化認定委員会が毎年、
数校を選定します。

 審 査 基 準

◆自治体において、 学校情報化優良校の割合が
　　80% 以上であること （校種別に申請可能）

　上記の基準を満たし、応募に必要な書類を
提出した教育委員会の中から、書類審査及び
訪問調査により、学校情報化認定委員会が認
定します。

学校情報化優良校として認定された学校のうち、「教科指導における
ICT活用」「情報教育」「校務の情報化」のいずれかのカテゴリにお
いて、当該年度に、他に比べて特に優れた先進的な取り組みを行って
いると認められた学校を学校情報化先進校として表彰するものです。

（※2018 年 8月より受付開始の予定）

学校情報化優良校として認定された学校が、
自治体で一定の割合に達した地域を学校情報
化先進地域として認定するものです。

学 校 情 報 化 先 進 地 域

ロゴイメージ

ロゴイメージ
ロゴイメージ



学校情報化認定事業にご協賛いただいている企業

学 校 情 報 化 認 定 の 流 れ

学 校 情 報 化 優 良 校

学 校 情 報 化 先 進 校

● 学校情報
　・普通教室に常設されているICT機器
　・普通教室のLANの整備状況
　・学習者用端末の整備状況
　・デジタル教科書の導入状況
　・情報モラル教材の導入状況
　・校務用PCの整備状況
　・校務支援システムの整備状況
　・ICT支援員の配置状況

● 写真
　・教員のICT活用による指導場面
　・児童生徒のICT活用による学習場面

● 資料
　・学校全体の情報化の状況について
　・情報活用能力や情報モラル、
      情報機器の操作スキルに関する
      指導計画等

認定に必要なエビデンス（例）

●  過去3年間の研究指定・助成等
●  過去3年間の研究発表会等の実績
●  外部との連携・研究実績
●  校務分掌組織図
●  情報セキュリティ、個人情報等の運用指針 
●  校内研修の計画
●  特色ある取り組みについての説明
●  管理職の情報化に対するマネジメントの工夫
●  先進性、発展性や効果についての説明
●  地域への普及、波及効果

応募に必要なエビデンス（例）

学校情報化診断システム（チェックリスト）による自己評価

学校情報化優良校認定基準のチェック

学校情報化診断システムへのユーザー登録

http://check-ict.jaet.jp/

●各項目のレベルが１以上（０の項目がないこと）

●全項目の平均が２以上

エビデンスの入力、認定申請

学校情報化認定委員会の審査、認定

・・・・・

学校情報化診断システム（チェックリスト）による自己評価（再）

エビデンスの入力、応募申請

学校情報化認定委員会委員の訪問調査

学校情報化認定委員会の審査、表彰

学校情報化優良校には、認定証及び優良校ロゴが贈られます。
学校情報化先進校には、表彰状及び先進校ロゴが贈られます。
学校情報化先進地域には、認定証及び先進地域ロゴが贈られます。

★学校情報化認定の詳細については、日本教育工学協会（JAET）のWebを参照してください。（ http://www.jaet.jp/ )

※学校情報化優良校の認定後

学校情報化先進校応募基準のチェック
●学校情報化チェックリストのすべての項目のレベルが2以上、 
　かつ応募するカテゴリの5項目の内3項目以上がレベル3であること

・・・・・



学校情報化診断システム＆学校情報化認定
http://check-ict.jaet.jp/

申請する前に「学校情報化優良校認定申請へのアドバイス」を必ず参照してください

http://www.jaet.jp/katudou/nintei/yuuryouad.html

まず、あなたの学校の情報化の状況を自己評価しましょう。
全国平均との比較、情報化を進めるためのアドバイスなどを参照することができます。
定期的に自己評価することで、情報化の進捗状況を把握することも可能です。
基準を満たすと「学校情報化優良校」への申請が可能となります。

　学校情報化診断システムは、パナソニック教育財団「平成 22 年度 先導的実践研究助成」（学校の情報化の状
況を具体的に示す学校の情報化指標の開発／研究代表者：野中陽一）によって開発したものをベースに、学校
情報化認定のためのシステムを組み込んだものです。
　管理、運営は、学校情報化認定委員会（日本教育工学協会内）が行います。

◆ 問い合わせ先：　日本教育工学協会 学校情報化認定委員会
　　　　　　　　 〒107-0052　東京都港区赤坂1-9-13　三会堂ビル8F
　　　 　　　　nintei@japet.or.jp

（2018. 3 修正版）※運営協力　ISEN（教育ネットワーク情報セキュリティ推進委員会）

学校の情報化の状況を４カテゴリ
20項目のチェックリストで自己評
価します。

学校情報化認定事業にご協賛いただいている企業学校情報化認定事業にご協賛いただいている企業学校情報化認定事業にご協賛いただいている企業

学校情報化優良校への申請（平均レベル２以上）

  学校情報化先進校への応募（JAET全国大会での表彰へ）

自己評価の結果は、10回まで登録可
能です
以前の状況や全登録校の平均値と比
較することが可能です。

学校情報、写真、資料のカテゴリご
とに必要なエビデンスを入力します。
認定済みの優良校のエビデンスは相
互に参照することができます。
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問題４：計算しましょう
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ほとんどの教員
が、授業の準備
と評価のために
ICTを活用して
いる

ほとんどの教員
が、授業の準備
と評価のために
日常的にICTを
活用している

すべての教員が、
授業の準備と評
価のために効果
的にICTを活用
している

学校全体で、
さまざまな評価
結果をもとに、
ICTを活用した
授業改善に取り
組んでいる

一部の教員が、
教科等の指導に
ICTを活用して
いる

ほとんどの教員
が、教科等の指
導にICTを活用
している

ほとんどの教員
が、教科等の
指導に日常的に
ICTを活用して
いる

学校全体で、教
科等の指導に日
常的にICTを活
用し、より効果
的な活用方法に
ついて研究して
いる

学習内容を定着
させるための個
別学習、繰り返
し学習等におい
て、児童生徒の
ICT活用がみら
れる

学習内容を定着さ
せるための個別学
習、繰り返し学習
等における児童生
徒のICT活用が、
一部の学年や教科
で計画的に行われ
ている

学習内容を定着させ
るための個別学習、
繰り返し学習等にお
ける児童生徒のICT
活用が、学校全体の
指導計画に位置付け
られている

学習内容を定着させる
ための個別学習、繰り
返し学習等における児
童生徒の ICT 活用が、
学校全体の指導計画に
位置付けられていると
ともに、家庭学習での
ICT 活用と連携している

ICT活用が学力
向上に効果があ
ることを一部の
教員が実感して
いる

ICT活用が学力
向上に効果があ
ることをほとん
どの教員が実感
している

学校として、
ICT活用が学力
向上に効果があ
ることをデータ
によって把握し
ている

ICTを効果的に
活用することによ
って、主体的・対
話的で深い学びを
実現しているエビ
デンスを示すこと
ができる

一部の普通教室
に大型提示装置
が整備されてい
るか、または学
年等で共有して
いる

すべての普通教
室に大型提示装
置が常設されて
いる

すべての普通教室
に大型提示装置が
常設されており、
実物投影装置やデ
ジタル教科書等の
コンテンツが整備
されている

すべての普通教室・特別
教室に大型提示装置が常
設されており、実物投影
装置やデジタル教科書等
のコンテンツの整備に加
え、ICT活用が効率的に
行われるように機器の配
置等が工夫されている

学習の定着のための

普通教室における
指導用
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6回くりかえす
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クリックされた時

基本的な操作ス
キルを習得させ
るための指導は
ほとんど行って
いない

一部の教員によ
り、基本的な操
作スキルを習得
させるための指
導が行われてい
る

学校全体の指導
計画に位置付け、
基本的な操作ス
キルを習得させ
るための指導が
行われている

学校全体の指導
計画に位置付け、
基本的な操作ス
キルを習得させ
るための指導の
効果について評
価している

情報活用能力の
育成を意図した
学習活動はあま
りみられない

情報活用能力を
育成する学習活
動はみられる
が、一部の教員
による取り組み
である

情報活用能力を
育成する学習活
動が教科等の指
導計画に位置付
けられ、学校全
体として取り組
んでいる

情報活用能力を各
教科等の学習と効
果的に関連付けて
育成するためのカ
リキュラム・マネ
ジメントが有効に
働いている。

プログラミング
に関わる学習活
動はあまりみら
れない

プログラミング
に関わる学習活
動はみられる
が、一部の教員
による取り組み
である

プログラミング
に関わる学習活
動が教科等の指
導計画に位置付
けられている

プログラミング
に関わる学習活
動が教科等の指
導計画に位置付
けられ、計画的
に実施されてい
る

児童生徒の情報モ
ラルを指導・育成
するための授業が
実施されていない
か、指導する内容
や頻度が教員個々
に任されている

児童生徒の情報
モラルを指導・
育成するための
授業が計画的に
実施されている

児童生徒の情報モ
ラルを指導・育成
するための授業や
啓発が、家庭、地
域と連携しながら、
計画的に実施され
ている

情報モラルを育成
するためのカリキ
ュラムを作成し、
家庭、地域と連携
しながら、計画的
に実施し、評価や
検証を行っている

児童生徒が ICT
を活用する授業
を展開する環境
が、コンピュー
タ教室以外に整
備されていない

可動式コンピュー
タ等や無線LAN
の整備により、授
業展開に応じて児
童生徒が1グルー
プ 1 台で ICT を
活用する環境が整
備されている

可動式コンピュー
タ等や無線 LAN
の整備により、授
業展開に応じて児
童生徒が1人1 台
でIC Tを活用する
環境が整備されて
いる

3 クラスに 1 クラス
分程度の可動式コン
ピュータや無線LAN
の整備により、各ク
ラスで授業展開に応
じて児童生徒が 1
日 1 回程度活用す
る環境が整っている

■小学校
2019年度までの認定審査（再
認定を含む）に限り、レベ
ル0も許容するものとします。
ただし、web入力いただく
”学校全体の情報化の状況 ”の
”レベル１の項目への今後の
対応 ” の中に、レベル 0 への
対応策を必ず記入ください。

■中学校・高等学校
中学校では「技術・家庭科
（技術分野）」、高等学校で
は「情報科」の 指導計画
に位置づけられ、実施され
ていれば可とします。 

【プログラミング教育】について

情報活用能力の
育成・評価

プログラミング教育

児童生徒の
　　活用環境の整備
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教員 1人 1 台の
校務用ＰＣ、セ
キュリティソフ
トが整備され、
運用されている

教員 1人 1 台の
校務用ＰＣ、セ
キュリティソフ
ト、校務支援シ
ステム等が整備
され、運用され
ている

教員 1 人 1 台の
校務用ＰＣ、セ
キュリティソフ
ト、校務用ネッ
トワーク、統合
型校務支援シス
テムが整備され、
運用されている

教員1人 1台の校務用
ＰＣ、セキュリティソ
フト、校務用ネットワ
ーク、安全性が確保さ
れたクラウド型の統合
型校務支援システムが
整備され、効果的に運
用されている

校務の情報化に
よって、校務が
効率化された
が、負担軽減に
はつながってい
ない

校務の情報化に
よって、校務が
効率化され、負
担軽減につなが
っている

校務の情報化に
よって、校務全
般が効率化さ
れ、負担軽減が
なされている

校務の情報化によっ
て、校務全般が効率
化され、負担軽減が
なされている。さら
に、評価情報の共有・
活用により、授業改
善、業務改善につな
がっている

学校ウェブサイ
トを開設してい
るが、更新の頻
度は少ない

学校ウェブサイ
トを開設してお
り、定期的に更
新している

学校ウェブサイ
トを開設してお
り、行事や学習
活動の様子等を
保護者や地域に
対して、日常的
に公開している

学校ウェブサイ
トで学校評価等
を保護者や地域
へ情報公開し、
説明責任を果た
している

保健・図書・一
般事務等で扱う
データや文書等
のデジタル化は
ほとんどなされ
ていない

保健・図書・一
般事務等で扱う
データや文書等
の多くをデジタ
ル化している

保健・図書・一般事
務等で扱うデータや
文書等のほとんどは
デジタル化され共有
されており、一部は
データベース化され
ている

保健・図書・一般
事務等で扱うデー
タや文書等がデー
タベース化され
て、担当者間の効
率的な連携やペー
パーレス化などが
進められている

校務の情報化に
関わる情報セキ
ュリティや個人
情報、著作権等
の取り扱いなど
の指針を定めて
いる

校務の情報化に関
わる情報セキュリ
ティや個人情報、
著作権等の取り扱
いなどの指針の周
知徹底が進められ
ている

校務の情報化に関
わる情報セキュリ
ティや個人情報、
著作権等の取り扱
いなどの指針に従
って、適切に運用・
推進されている

校務の情報化に関
わる情報セキュリ
ティや個人情報、
著作権等の取り扱
いなどの指針が徹
底され、遵守され
ているか点検して
いる

保健・図書・一般事務
等の情報化

校務用ＰＣと校務支援
システムの整備・運用
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学校の全体計画
に情報化が位置
付けられており、
管理職の役割が
明確になってい
る

学校の全体計画
に情報化が位置
付けられており、
管理職のリーダ
ーシップが発揮
されている

学校の全体計画
に情報化が位置
付けられており、
管理職を含むリ
ーダーシップチ
ームにより推進
されている

学校の全体計画に
情報化が位置付け
られており、管理
職を含むリーダー
シップチームによ
り、持続的・計画
的な教育の情報化
が推進されている

情報化担当教員
（情報主任等）
が学校の情報化
の普及に努めて
いる

情報化担当教員
（情報主任等）
が管理職と連携
して、学校の情
報化の普及に寄
与している

情報化担当教員
（情報主任等）
が管理職と連携
して、学校全体
の情報化の普
及・定着のため
に貢献している

情報化担当教員（情
報主任等）が中心と
なって、教科横断的
なカリキュラム・マ
ネジメントを行い、
学校全体の情報化を
持続的・計画的に推
進している

情報化を推進す
る組織が校務分
掌に位置付けら
れている

情報化を推進す
る組織が校務分
掌に位置付けら
れ、学校全体の
普及・定着に寄
与している

管理職、情報化担
当教員（情報主任
等）、情報化を推
進する組織が一体
となって、学校全
体の情報化の普
及・定着のために
貢献している

情報化を推進す
る組織が機能し、
学校全体の情報
化による教育改
善が実現してい
る

校内研修は行わ
れているが、教
員の IC T 活用
指導力の向上は
限定的である

日常的な情報交
換に加え、I C T
活用指導力向上
のための校内研
修が計画的に行
われている

校内研修が計画
的に行われてお
り、ほとんどす
べての教員が
IC T 活用指導力
を身に付けてい
る

より高い IC T 活
用指導力を身に付
けるために、校内
研修が工夫され、
I C T を活用した
授業研究が計画的
に実施されている

情報化の推進の
ために教育委員
会を含む外部か
ら何らかの支援
を受けている

情報化の推進の
ために教育委員
会を含む外部か
らの支援を受け
たり、外部人材
の活用を行った
りしている

情報化の推進のた
めに大学や企業等
外部からの支援を
受けたり、IC T 支
援員の配置や外部
人材の活用を行っ
たりしている

研究指定・助成や大
学・企業等との連携
等、情報化の推進の
ための外部支援を受
けたり、IC T 支援員
の配置や外部人材の
活用に継続的に取り
組んでいる

情報化担当教員

外部との連携、
外部人材の活用

情報化推進組織・
校務分掌
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